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　設立以来、シャンティを率いた有馬実成さん
が遷
せん

化
げ

（僧侶が亡くなること）されて早くも20年。
『地球寂静』や『泥の菩薩』を読み直して改めて
気づいたことがあります。それは、市民として生
きることの意義を繰り返し強調していることです。
　有馬さんの考える“市民”とは、「社会が抱える
問題をわがこととして捉え、自立的に行動する
人」のことでした。一般の人々はもとより、僧職
者も“市民”でなければならない、と力説してい
るところが何とも斬新です。
　こんな言葉も目にとまりました。「世界中には
貧しい国がたくさんありますが、一番病んでい
るのは、実は日本ではないでしょうか。物質的
な豊かさを誇りながら、こんなに息苦しい生活
をしている国民はいないでしょう。海外でどん
なに意味のある活動をしても、日本人の意識の
覚醒という運動が伴わない限り、海外への逃避
に過ぎないと言われても仕方ありません」（『地
球寂静』）。シャンティ設立15周年に際し、国内

ネットワークの強化を呼びかけている一説です。
今も心すべき言葉ではないでしょうか。
　新型コロナウイルス後の世界は、「ほんとうの
幸せとは何か」「人間の生死はどのように決まる
のか」「人生の意味は何なのか」といった人間の
内面に対する関心が深まり、これまで軽視され
ていた哲学や宗教や文学に対する関心が高まる
といわれます。宗教は、神や仏を語るだけでは
人々の心を捉えることはできず、現実の社会問
題の解決に貢献することが求められるともいわ
れます。「シャンティが益々必要とされる時代に
なってきたじゃないか」――。有馬さんが生きて
いたらこのように檄を飛ばしているかもしれませ
ん。
　ともあれ、今年はシャンティ設立40年目。東
日本大震災から10年、コロナ禍ほぼ１年という
節目でもあります。原点を捉え直し、時代、社
会からの呼びかけをしっかり受けとめ、より確か
な未来像を描く年にしたいものです。

巻
末
言

有馬師ご遷化20年、
シャンティ設立40年
シャンティ国際ボランティア会  専門アドバイザー

大菅俊幸　曹洞宗総合研究センター 講師
タイの難民キャンプで簡易印刷機・謄写版の手ほどきをする有馬さん

（1982年撮影）

子
ど
も
の

権
利
条
約

特 集



ラオス・ビエンカム郡にて（2015年撮影）
©Yoshifumi Kawabata 　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
1
9
8
1
年
12
月
の
設

立
以
来
、
教
育
文
化
支
援
に
40
年
間
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
根
幹
に
は

「
子
ど
も
の
権
利
」
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
「
権
利
」
は
社
会
全
体
が
守
る
べ
き

基
準
、
ル
ー
ル
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
す
べ
て
の
国
と
地
域
で
十
分
に
守

ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
定
め
た
国
際

条
約
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
と
、
権
利
が

守
ら
れ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
の
現
状
に
つ

い
て
、
特
集
し
ま
す
。
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5 4

子
ど
も
の
想
像
力
は
計
り
知
れ
な
い

三
宅
：
子
ど
も
っ
て
、
見
た
こ
と
も
行
っ
た
こ
と
も

な
い
と
こ
ろ
を
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
ね
。
閉
塞
的
な
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
も
絵
本
や
紙
芝

居
は
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
を
育
む
心

の
栄
養
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。

や
べ
：
子
ど
も
の
想
像
力
は
、
大
人
か
ら
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ど
ん
な
状
況
で
も

想
像
力
を
働
か
せ
て
、
生
き
る
力
に
し
て
し
ま
う
。

三
宅
：
や
べ
先
生
の
『
か
ば
さ
ん
』
も
、
子
ど
も
た

ち
に
す
ご
く
人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

や
べ
：
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
子
は
カ
バ
な
ん
て
見
た

心
の
傷
の
何
倍
も
の
楽
し
い
時
間
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
役
割
を
果
た
す
の
が
図
書
館
だ
と
い
う
わ
け
で

す
ね
。

三
宅
：
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
同
様

で
す
。
例
え
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
先
生
に
な

る
前
は
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
（
イ
ス
ラ
ム
戦
士
）
と
し
て

戦
っ
て
い
た
と
い
う
人
が
、
先
生
に
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
前
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
。
最
初
は
戸

惑
う
ん
で
す
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
子
ど
も
た
ち
が

す
ご
く
笑
っ
て
喜
ん
で
く
れ
る
。
読
み
聞
か
せ
を
通
し

て
、
先
生
自
身
の
気
持
ち
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
。

ア
ジ
ア
の
作
品
を
日
本
に

逆
輸
入
し
た
い

や
べ
：
作
品
づ
く
り
を
通
し
て
実
感
し
た
の
は
、
ア

ジ
ア
の
人
た
ち
は
、
日
本
人
が
失
い
つ
つ
あ
る
人
間

と
し
て
大
事
な
も
の
を
ま
だ
ま
だ
持
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
も
の
が
絵
本
や
紙
芝
居
に
な
っ
て
、
逆
輸
入

の
よ
う
に
し
て
見
せ
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

三
宅
：
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
作
っ
た
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
の
作
品
を
、
今
度
は
日
本
の
人
た
ち
に

見
て
も
ら
お
う
と
。

や
べ
：
そ
う
い
う
試
み
も
ぜ
ひ
シ
ャ
ン
テ
ィ
に
は
期

待
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
学
び
合
う
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
日
本
の
人
た
ち

公 益 社 団 法 人 シ ャン テ ィ 国 際   ボ ラ ン テ ィア 会 40 年 記 念 対 談
特別連載

絵本・紙芝居作家

 やべみつのり先生
ネパール事務所 所長

三宅隆史
PROFILE
1942年岡山県倉敷市生まれ。1977
年より、造形教室「ハラッパ」を主宰。
現在は各地で造形遊びや紙芝居作り
のワークショップを開いている。絵本

『かばさん』（こぐま社）、『ふたごのまる
まるちゃん 』（教育画劇）、『ひとはなく
もの』（こぐま社）、紙芝居『ほねほね
マン』（童心社）など。

PROFILE
広島県広島市出身。1994年シャンティ
に入職。海外事業課長、ミャンマー（ビ
ルマ）難民支援事業事務所、企画調査
室長、事務局次長、アフガニスタン事
務所長、タイ事務所アドバイザーなど
を経て、2017年よりネパール事務所長。
教育協力 NGO ネットワーク（JNNE）
事務局長、開発教育協会理事。

こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
し
、
お
父
さ
ん
と
小
さ
い
子
が

遊
ぶ
と
い
う
の
も
お
そ
ら
く
想
像
し
に
く
い
で
す
よ

ね
。
そ
ん
な
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
暮
ら
し
と
は
ほ
ど
遠

い
作
品
を
好
き
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
子
が
い
る
と
い

う
の
は
、
作
者
に
と
っ
て
は
奇
跡
で
す
。

三
宅
：
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
本
は
、
国
に
関
係
な

く
人
気
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
『
お
お
き
な
か
ぶ
』

は
ロ
シ
ア
の
民
話
で
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も

す
ご
く
人
気
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
タ
リ
バ
ン
時
代

に
偶
像
崇
拝
禁
止
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
名
残

で
先
生
た
ち
か
ら
す
れ
ば
「
こ
う
い
う
絵
本
は
偶
像

崇
拝
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。
だ
か
ら
「
そ
ん
な
こ
と
は

コ
ー
ラ
ン
に
は
書
い
て
い
な
い
」
と
、
イ
ス
ラ
ム
教

の
教
え
を
踏
ま
え
た
上
で
研
修
を
や
る
ん
で
す
。

図
書
館
は
子
ど
も
も
大
人
も

自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
場

三
宅
：
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
紛
争

や
貧
困
で
家
族
を
失
っ
た
り
友
達
が
怪
我
を
し
て
、

心
の
傷
を
負
っ
て
い
る
子
ど
も
が
大
勢
い
ま
す
。
あ

る
子
ど
も
の
作
文
に
よ
れ
ば
、
家
で
は
父
親
に
叩
か

れ
た
り
、
学
校
で
は
着
て
い
る
物
が
汚
い
と
友
達
か

ら
馬
鹿
に
さ
れ
た
り
す
る
け
れ
ど
、
図
書
館
に
行
っ

た
ら
気
が
晴
れ
る
ん
だ
と
。

や
べ
：
つ
ら
い
経
験
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
負
っ
た

に
と
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ

は
き
っ
と
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
。

粘
り
強
く
他
の
団
体
が

で
き
な
い
こ
と
に
取
り
組
む
！

三
宅
：
シ
ャ
ン
テ
ィ
を
立
ち
上
げ
た
有
馬
実
成
氏
は

「
難
民
の
人
た
ち
は
着
の
身
着
の
ま
ま
で
逃
げ
て
く

る
わ
け
で
は
な
い
。
文
化
と
い
う
重
要
な
も
の
を
持
っ

て
く
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
大
切
に
し
て
、

基
礎
に
し
て
、
他
の
衣
食
住
を
支
援
す
る
ん
だ
と
。

や
べ
：
衣
食
住
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
的
な
面
が
人
の
生

き
る
基
礎
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

三
宅
：
「
本
や
図
書
館
を
通
し
て
文
化
や
教
育
を
支

援
す
る
」
と
い
う
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
は
、
国
際
協

力
の
中
で
は
二
の
次
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
け
れ

ど
、
他
団
体
や
国
連
が
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
を

や
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

や
べ
：
敬
服
し
ま
す
ね
。
本
や
図
書
館
の
支
援
と
い

う
の
は
、
始
め
る
時
や
最
初
の
う
ち
は
な
か
な
か
成

果
が
見
え
な
い
。
地
道
に
粘
り
強
く
け
も
の
道
を
切

り
開
い
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
僕
は
も
の
す
ご

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
あ
っ

て
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
本
と
出
会
え

て
、
そ
れ
だ
け
世
界
が
広
が
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん

で
す
か
ら
。

本
が
ひ
ら
く
未
来

　
ア
ジ
ア
に
お
け
る
絵
本
・
紙
芝
居
づ
く
り
の
指
導

に
25
年
に
渡
っ
て
尽
力
い
た
だ
い
た
絵
本
・
紙
芝
居

作
家
の
や
べ
み
つ
の
り
先
生
と
、「
曹
洞
宗
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」
時
代
か
ら
や
べ
先
生
と
仕
事
を
共

に
し
、
現
地
で
の
作
家
育
成
と
作
品
の
制
作
・
出
版

に
携
わ
り
続
け
て
き
た
ネ
パ
ー
ル
事
務
所 

所
長
の

三
宅
隆
史
が
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
持
つ
力
、
そ
し
て

シ
ャ
ン
テ
ィ
が
変
わ
ら
ず
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
語
り
ま
す
。

来日したアフガニスタン事務所職員らとの東京での研修（2014年） アフガニスタン事務所での研修の様子（2007年）



出典：ユニセフ協会HP　
https://www.unicef.or.jp/about_unicef/about_rig.html
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1
9
5
9
年
に
は
「
児
童
の
権
利
に
関

す
る
宣
言
」
が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、

1
9
7
8
年
に
は
、
具
体
的
な
国
際
法
と

し
て
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
条
約
を
作
る

た
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
か
ら
「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
の
草
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
の
保
護
に
か
か
る
協
定
や

宣
言
が
採
択
さ
れ
、
つ
い
に
1
9
8
9
年
に

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
が
国
連
総
会
に
て

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
は
条
約
が
発
効
し
た
1
9
9
0
年

に
署
名
し
、
1
9
9
4
年
に
批
准
し
て
い
ま

す
。
こ
の
条
約
は
、
そ
の
後
、
児
童
労
働
の

制
限
や
少
年
兵
の
禁
止
、
児
童
の
人
身
売
買

や
性
的
搾
取
の
禁
止
な
ど
子
ど
も
た
ち
を

守
る
様
々
な
国
際
法
や
国
内
法
の
根
拠
と
な

り
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
生
命
と
権
利
、

尊
厳
を
守
る
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
子
ど
も
の
基
本

的
人
権
を
国
際
的
に
保
障
す
る
た
め
に
定
め

ら
れ
た
条
約
で
す
。
1
9
8
9
年
の
第
44
回

国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
1
9
9
0

年
に
発
効
し
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
18
歳
未

満
の
人
た
ち
を
子
ど
も
と
定
義
し
、
子
ど
も

自
ら
が
権
利
を
持
つ
主
体
で
あ
る
と
位
置

づ
け
、
さ
ら
に
、
成
長
の
過
程
で
特
別
な
保

護
や
配
慮
が
必
要
に
な
る
子
ど
も
の
持
つ
特

徴
を
踏
ま
え
た
権
利
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

前
文
と
本
文
54
条
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
子

ど
も
の
生
存
、
発
達
、
保
護
、
参
加
を
含
む

包
括
的
な
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
権
利
条
約
が
で
き
る
ま
で
に
は
、
第
一

次
・
第
二
次
世
界
大
戦
で
多
く
の
子
ど
も
の

命
が
失
わ
れ
た
背
景
も
あ
り
、
子
ど
も
の
権

利
を
守
る
た
め
の
様
々
な
国
際
的
な
枠
組
み

作
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

世界で最も広く
受け入れられて
いる条約

「　　　　　　　　」
４つの原則

すべての子どもの命が守られ、もって生まれた能力を十
分に伸ばして成長できるよう、医療、教育、生活への支援
などを受けることが保障されます。

生命、生存及び発達に対する権利
 （命を守られ成長できること）1

子どもは自分に関係のある事柄について自由に意見を表
すことができ、おとなはその意見を子どもの発達に応じ
て十分に考慮します。

子どもの意見の尊重（意見を表明し参加できること）3

子どもに関することが行われる時は、「その子どもにとっ
て最もよいこと」を第一に考えます。

子どもの最善の利益（子どもにとって最もよいこと）2

すべての子どもは、子ども自身や親の人種、性別、意見、
障がい、経済状況などどんな理由でも差別されず、条約
の定めるすべての権利が保障されます。

4 差別の禁止（差別のないこと）

条約に明記された主な
４つの「　　　　　   」

生きる権利
すべての子どもの命が守られること

1

守られる権利
暴力や搾取、有害な労働などから守ら
れること

3

育つ権利
もって生まれた能力を十分に伸ばして成
長できるよう、医療や教育、生活への支
援などを受け、友達と遊んだりすること

2

参加する権利
自由に意見を表したり、団体を作ったり
できること

4

子どもの権利条約は、世
界で最も多くの国が締約
（署名、批准、加入、また
は継承）している条約です。
2020年末時点で196の国と地
域で締約され、締約国は条約の実行
と進捗状況の報告義務を負っています。

締約国数＝
196カ国・地域

「　
　
　
　
　
　
　
　

 

」っ
て
な
に
？

特 集

2020年末時点

©Yoshifumi Kawabata
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　　　　　　が
守られていない子どもたちのケース

シャンティが活動を行っている各国・各地域では、
国際子どもの権利条約で規定された「子どもの権利」
が守られていないケースが少なくありません。

タイ

無国籍の子ども

「外人」と呼ばれて

オサレーさん

ノラトゥーさんはその一人です。「私は高校3年生
ですが、年齢は22歳です。11歳の頃にようやく小
学校へ通い始めたので、進学するのが遅くなりまし
た。私の村には国籍に関する情報がありませんで
した。小学校へ通い始めてから自分に名字がない
ことに気づき、無国籍であることを自覚しました。
国籍がないため保険に加入できず病院での治療費
が高額になります。また、行動範囲に制限が設けら

れています。“外人”や“エイリア
ン”と呼ばれ、からかわれたこ
ともあります。それでも、カレ
ン族として生まれたことは私
の誇りです」

タイでは、約180万人もの無国籍者が暮らしています。
オサレーさんも同じカレン族で国籍がありません。
「私はミャンマー出身で、幼い頃に家族とタイへ来
ました。その後、両親が離婚したため母親に引き取
られましたが、3年間はお寺に預けられました。その
ため、学校へ通い始めたのが遅くなり、現在19歳で
すが中学3年生です。母親、兄、弟も私と同じく無国
籍です。物心ついたときに知り、国籍がないので“外
人”と言われてからかわれたことがあります。学校の
奨学金に申し込むことができず、
行事やクラブ活動に参加できな
いこともあります。それでも、カレ
ン族として生まれたことを悲しい
と感じたことはありません」

ラオス

ラオスの北部農村地域には、公用語であるラオス語を母語
としないカムやモンなど少数民族の人たちが多く住んでいま
す。家での会話はカム語、モン語などの言語が使われますが、
学校での教育はラオス語で行われ、子どもたちは学校に入る
と母語ではないラオス語で勉強することになります。特に低
学年の子どもたちにとってはとても大変なことで、先生とのコ
ミュニケーションがうまくいかず、理解不足による学力の低下
や退学の原因にもなっています。ラオス語の読み書きができ
ないと、将来の就労に苦労したり、人生の選択肢を狭めたりす
ることにもなります。

少数民族の子ども

先生が話す言葉が
分からないミャンマー

2012年の民主政権樹立後、ミャンマーは経済発展が急速に
進行していますが、子どもの福祉の整備が遅れ、十分な予算
が充てられていません。特に孤児への支援不足が社会問題と
なっています。ミャンマーでは、寺院が孤児院を運営していま
す。保護者のいない子どもたちはこの孤児院に預けられ、同じ
寺院が運営する学校へ通うことができます。しかし、孤児院も
学校もその運営費用は住民の寄付によって賄われており、慢
性的な財政難に悩まされています。孤児の数に対して寮など
の家屋が足りていないため、シャンティは2014年より寺院学
校と孤児院の寮・校舎の建設支援を行いました。

保護者がいない子ども

慢性的に不足する
孤児の養育費

アフガニスタン

10歳のハミダは学校に行っていません。9人家族で、父、母、3
人の姉と3人の弟がいます。住んでいた地域での紛争が激化し
父は仕事を失いました。家族は食べることができなくなり、州
都のジャララバード市に移りました。劣悪な環境の借家に住ん
でいます。借家の家賃が高く、日中は町で卵を売って家計を助
けています。本当は他の子たちと同じように学校に行き、きれ
いな服や靴を履きたいけれど、家が貧しくて叶いません。学
校に戻れるように、シャンティの子ども図書館で、図書館員や
友達から文字の読み書きを教えてもらっています。

学校に通うことができず働く子ども

他の子どもたちと
同じように学校へ行きたい

ノラトゥーさん
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2
0
0
0
年
か
ら
7
つ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
は
閉
ざ
さ
れ
た
環
境
で
あ
る

た
め
キ
ャ
ン
プ
外
の
情
報
を
得
る
手
段
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
す
幅
広
い

世
代
に
必
要
な
情
報
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

学
習
用
の
書
籍
を
配
架
し
た
り
、
キ
ャ
ン
プ

外
や
帰
還
に
関
す
る
情
報
が
閲
覧
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
端
末
や
情
報
掲
示
板
を
設
置
し
て
き

ま
し
た
。
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
や
お
絵
か
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
常
時
開

催
し
、
住
民
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
憩
い
の

場
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
2
0
1
3
年
か
ら
公
立
小

学
校
の
学
費
が
無
償
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
制
服
代
や
文
具
代
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
ら
を
払
え
な
い
貧
困
家
庭
の
子

ど
も
た
ち
は
公
立
小
学
校
に
通
え
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
寺
院

が
学
校
を
開
き
、
完
全
無
償
で
教
育
の
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
寺
院
学
校
で
は
公
立

小
学
校
と
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
老

朽
化
し
た
寺
院
の
学
校
を
建
て
替
え
る
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「子どもの権利条約」に定められている
子どもの権利を守るため、シャンティが
行っている活動をご紹介します。

「 」

シャンティの活動
と

第 29 条  教育の目的
（「子どもの権利条約」日本ユニセフ協会抄訳）

教育は、子どもが自
分のもっている能力
を最大限のばし、人
権や平和、環境を守
ることなどを学ぶた
めのものです。

第 22 条  難民の子ども
（「子どもの権利条約」日本ユニセフ協会抄訳）

自分の国の政府
からのはく害を
のがれ、難民と
なった子どもは、
のがれた先の国
で守られ、援助
を受けることが
できます。

第 28 条  教育を受ける権利
（「子どもの権利条約」日本ユニセフ協会抄訳）

子どもは教育を受ける権利をもっています。
国は、すべての子どもが小学校に行けるよう
にしなければなりません。さらに上の学校に
進みたいときには、みんなにそのチャンスが
与えられなけれ
ばなりません。
学 校 の きまり
は、子どもの尊
厳が守られると
いう考え方から
はずれるもので
あってはなりま
せん。

学
校
建
設

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
運
営

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
郊
外
に
は

数
百
カ
所
の
ス
ラ
ム
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

ス
ラ
ム
内
の
イ
ン
フ
ラ
は
十
分
に
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
教
育
へ
の
ア
ク
セ

ス
不
足
が
深
刻
で
、
ス
ラ
ム
居
住
者
の
教
育

レ
ベ
ル
は
、
ス
ラ
ム
外
の
都
市
部
や
地
方
農

村
部
の
住
民
よ
り
も
低
い
状
態
で
す
。
シ
ャ

ン
テ
ィ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
の
運
営
お

よ
び
移
動
図
書
館
活
動
を
行
い
、
住
民
に
図

書
を
通
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
や
識
字
教
室

の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
ラ
ム
で
の
図
書
館
活
動

ミャンマー

カンボジア

難民キャンプで暮らす子ども

ヘイ・タ・ゲイさん
（11歳・小学 6年生）

図書館には週に4回通っています。たくさんの種類の本
を読みますが、とくにカレンの民話がお気に入りです。
『タ・クロ・メ』という本は、主人公の女の子が最愛の
動物を亡くしてしまうおはなしで、私はいつも悲しくな
りますが、同時に愛の深さも感じられて大好きです。ま
た、図書館員の読み聞かせや折り紙も他にはない活動
で面白いです。コミュニティ図書館を通じて、知識だけ
でなく色々な感情を経験できています。

ミャンマー
（ビルマ）

難民キャンプ
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シャンティの活動
と

第 30 条  少数民族・先住民の子ども
（「子どもの権利条約」日本ユニセフ協会抄訳）

少数民族の子ども
や、もとからその土
地に住んでいる人び
との子どもは、その
民族の文化や宗教、
ことばをもつ権利を
もっています。

第 31条  休み、遊ぶ権利
（「子どもの権利条約」日本ユニセフ協会抄訳）

子どもは、休んだり、遊んだり、文化芸術活
動に参加する権利をもっています。

ナ
ン
ガ
ハ
ル
州
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
で
「
子

ど
も
図
書
館
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
図
書
館
で
は
、
自
由
読
書
や
貸
出
と
い
っ

た
図
書
活
動
や
学
習
教
室
の
ほ
か
、
お
絵
か

き
や
伝
統
的
な
詩
の
朗
誦
な
ど
の
文
化
活

動
、
縫
製
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
図
書
館
運
営

ネ
パ
ー
ル
の
学
校
で
は
、
自
分
の
ふ
る
さ
と

に
つ
い
て
学
ぶ
地
域
学
習
と
い
う
科
目
が

2
0
1
8
年
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
教
材
が

な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
実
践
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
先
住
民
族

が
多
く
居
住
す
る
マ
ク
ワ
ン
プ
ル
郡
ラ
ク
シ

ラ
ン
農
村
自
治
体
の
全
53
校
を
対
象
に
、
地

域
学
習
の
授
業
を
普
及
す
る
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
地
域
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

教
科
書
を
開
発
し
、
教
員
研
修
を
行
い
ま

す
。
ま
た
1
0
0
冊
の
本
を
配
架
し
た
図
書

コ
ー
ナ
ー
も
全
教
室
に
設
置
し
、
読
書
を
推

進
し
ま
す
。

先
住
民
族
地
域
に
お
け
る

地
域
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発
・
普
及
事
業

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
す
人
々
は
、
必
要

最
低
限
の
物
だ
け
を
抱
え
、
タ
イ
・
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
境
を
越
え
て
逃
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
自
分
た
ち
の
文
化
を
伝
え
る
物
も

手
段
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
母
語
の
絵
本
が
自
分
た
ち
の
文
化

を
後
世
に
伝
え
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保

持
す
る
手
助
け
に
な
る
よ
う
に
、
2
0
0
1

年
か
ら
難
民
た
ち
の
母
語
で
あ
る
カ
レ
ン
語

と
、
帰
還
先
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
使
わ
れ
る
ビ

ル
マ
語
で
の
絵
本
出
版
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
現
地
に
伝
わ
る
民
話
な

ど
を
題
材
に
、
絵
本
や
カ
レ
ン
語
の
教
科
書

を
97
タ
イ
ト
ル
出
版
し
て
き
ま
し
た
。

母
語
で
の
出
版
活
動

アフガニスタン ネパール

ミャンマー
（ビルマ）

難民キャンプ

月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
読
み
聞
か
せ
や
寸
劇
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
、
伝
統
音
楽
に
よ
る
舞
踊
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
考
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

私はアリアナ、10歳です。家では母の手伝いや
妹と遊んでいます。以前住んでいた地域には図
書館がなく、今ジャララバード市に住んで毎日子
ども図書館に来ることができてとてもうれしい
です。子ども図書館では、おはなしの読み聞かせ
や手芸をするのが好きです。子ども図書館のイ

ベントにも何度も参加しています。他
の子たちとゲームをして遊んだりもし
ます。お気に入りのゲームで遊ぶとき
は、とても幸せな気持ちになります。

子ど
も図書館で の活動に参加した 子どもの声

❶子ども図書館で刺繍を楽しむ子どもたち
❷レクリエーションゲームの様子
❸お絵かきプログラムの様子

出版した絵本を読む子どもたち

地域学習に取り組む子どもたち

カレン語とビルマ語の出版絵本

❶

❷❸



シャンティ国際ボランティア会
ネパール事務所 所長　三宅 隆史

シャンティにとっての

　

2
0
0
0
年
10
月
、
私
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル

マ
）
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
最
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図

書
館
の
設
立
を
準
備
し
て
い
た
。
図
書
館
の
設

立
・
運
営
を
担
う
、
教
育
関
係
者
や
女
性
、
青

年
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
図
書
館
運
営
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
の
話
し
合
い
を
開
い
た
。「
こ
れ

か
ら
皆
さ
ん
と
作
る
図
書
館
に
ど
の
よ
う
な
役

割
を
期
待
し
ま
す
か
。
図
書
館
は
ど
ん
な
場
所

で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
」
と
私
は
質
問
し
た
。

あ
る
青
年
が
「
僕
は
図
書
館
に
人
権
を
期
待
し

ま
す
」
と
答
え
た
。
教
育
の
改
善
や
文
化
の
継

承
が
図
書
館
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
た
、
当
時

の
私
は
彼
の
考
え
に
驚
き
、「
そ
れ
は
な
ぜ
で

す
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
彼
は
「
私
た
ち
は
タ

イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
逃
れ
て
く
る
ま
で
、（
当

時
の
）
ビ
ル
マ
軍
事
政
権
に
よ
っ
て
、
迫
害
や
弾

圧
、
暴
力
、
表
現
の
自
由
の
侵
害
を
受
け
て
き

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
図
書

館
は
、
す
べ
て
の
人
の
権
利
を
大
切
に
す
る
場

所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

た
。

　

彼
の
話
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
図
書
館
活
動
に

と
っ
て
の
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
二
つ
の
意
義

を
与
え
て
い
る
。
第
一
に
、
図
書
館
は
そ
れ
自
体

が
子
ど
も
の
権
利
で
あ
る
。
国
際
協
力
で
は
、

食
料
や
保
健
、
水
・
衛
生
、
居
住
が
優
先
さ
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
教

育
や
文
化
、
余
暇
も
大
切
な
子
ど
も
の
権
利
で

あ
る
と
う
た
っ
て
お
り
、
図
書
館
は
こ
れ
ら
を

保
障
す
る
場
所
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
図
書
館
は
子
ど
も
の
権
利
保
障
の

た
め
の
場
で
あ
る
。
図
書
館
は
子
ど
も
の
権
利

条
約
の
肝
で
あ
る
子
ど
も
の
生
存
、
発
達
、
保

護
、
参
加
を
保
障
す
る
。
生
存
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
ネ
パ
ー
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
で
は
母

親
学
級
が
開
か
れ
、
保
健
、
衛
生
、
栄
養
、
子

育
て
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
母
親
が
得
る

こ
と
で
乳
幼
児
の
生
存
に
寄
与
し
て
い
る
。
発

達
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
読
書
や
読
み
聞
か

せ
を
通
じ
て
知
識
だ
け
で
な
く
、
想
像
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
他
者
と
協
力
す
る
態

度
が
育
ま
れ
る
。
保
護
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
よ
う
な
紛
争
下
の
国
で
は
、
図
書
館

は
安
心
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
「
居
場
所
」
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
参

加
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
は
踊
り
や
音
楽
な
ど

の
文
化
活
動
に
参
加
し
て
、
絵
画
や
劇
、
詩
を

通
じ
て
自
分
の
意
見
を
表
現
す
る
場
と
な
っ
て

い
る
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
に
と
っ
て
の
図
書
館
は
、
子
ど
も

が
生
き
、
育
ち
、
守
ら
れ
、
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
空
間
、
時
間
、
仲
間
が
あ
る
子
ど
も
の
「
居

場
所
」
で
あ
り
、
こ
の
考
え
の
基
礎
に
子
ど
も

の
権
利
条
約
が
あ
る
。

15 14

『ビジュアル版
子どもの権利宣言』
シェーヌ出版社（編集）、
遠藤 ゆかり（翻訳）／
創元社　2018年

10歳以上の子ども向けにわか
りやすく書きなおされた条文
に、30人の現代アーティストに
よる美しいイラストが添えられ
た、子どもも大人も“子どもの権
利”に親しめる一冊。

『子どもの権利ってなあに ?』
アラン・セール（著）
オレリア・フロンティ（イラスト）
福井 昌子（翻訳）  
反差別国際運動（IMADR）（監訳）
／解放出版社　2020年

子どもたちに伝わるように、直接
話しかけるような言葉遣いで書
かれ、生き生きとしたイラストか
ら、子どもの権利が大切である
ことが伝わってくる絵本です。

『子どもの権利条約
ハンドブック』
木附 千晶、福田 雅章（著）、
DCI日本=子どもの権利のための
国連NGO（監修）／
自由国民社　2016年

条文解説が難解な専門書が多
い中、子ども向けにわかりやす
いよう、条文の内容に関連した
エピソードを通じて紹介する形
になっています。

『世界中の子どもの権利を
まもる30の方法 : だれひとり
置き去りにしない !』
甲斐田 万智子、
国際子ども権利センター（編集）、
荒牧 重人（監修）／
合同出版　2019年

世界の子どもたちがいま直面し
ている問題を解決する30のア
プローチを紹介し、SDGs（持
続可能な開発目標）を子どもと
学べます。

『国連子どもの権利条約と
日本の子ども期　
ー第4・5回最終所見を読み解くー』
子どもの権利条約市民・
NGOの会（編集）／
本の泉社　2020年

2019年3月に国連子どもの権
利委員会によって公表された
「日本政府第4・5回統合報告
審査に関する最終所見」につい
て書かれた書籍です。

『はじめまして、
子どもの権利条約』
川名 はつ子（監修）、
チャーリー・ノーマン（イラスト）／
東海教育研究所　2017年

イラストを使用してビジュアル的
に訴えつつ、条文の意味や、子ど
もの置かれている立場・状況を
わかりやすく紹介しています。

「　　　　　　　 」を
もっとよく知るための6 冊

「子どもの権利条約」についてもっと
詳しく知りたい方におすすめの書籍
を集めました。

ま と め
特 集

「おおきなかぶ」福音館書店　©Yoshifumi Kawabata
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世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う

33

カ
ン
ボ
ジ
ア  

2
0
0
9
年

シ
ャ
ン
テ
ィ
出
版
絵
本

心
優
し
い
ゾ
ウ

2観
光
客
が
怪
我
の
手
当
て
を
し
て
く

れ
ま
し
た
が
、
痛
み
は
気
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
よ
り
も
、
ソ
ペ
ア
君
は
ゾ
ウ
の

か
ご
に
乗
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

4

5

プ
ノ
ン
・
バ
ケ
ン
山
で
は
、
観
光
客

が
ゾ
ウ
に
ま
た
が
り
頂
上
を
目
指
し

ま
す
。

ソ
ペ
ア
君
も
ゾ
ウ
に
乗
り
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
切
符
を
買
う
お
金
が
あ

り
ま
せ
ん
。

ソ
ペ
ア
君
は
歩
き
出
し
た
ゾ
ウ
た
ち

を
追
い
か
け
ま
し
た
。

す
る
と
突
然
、
ゾ
ウ
が
立
ち
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

よ
く
見
る
と
、
年
老
い
た
一
羽
の
鳥

が
、
ゆ
っ
く
り
と
道
を
渡
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。

ソ
ペ
ア
君
は
鳥
を
巣
に
戻
し
て
あ
げ

ま
し
た
。
ゾ
ウ
た
ち
は
ま
た
歩
き
出

し
ま
し
た
。

ソ
ペ
ア
君
は
頂
上
に
着
い
た
と
き
、

転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
ゾ
ウ
は
鼻
を
使
っ
て
ソ

ペ
ア
君
を
背
中
の
か
ご
に
座
ら
せ
ま

し
た
。

3

1

ソ
ペ
ア
君
は
ゾ
ウ
に
バ
ナ
ナ
と
サ
ト

ウ
キ
ビ
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
ゾ
ウ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！

と
て
も
心
が
優
し
い
の
で
す
ね
。

ず
っ
と
忘
れ
ま
せ
ん
」

6
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オ
ン
ラ
イ
ン
に
す
る
こ
と
で

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
よ
う
に

　
学
校
図
書
館
を
継
続
す
る
こ
と
は
、

21
世
紀
ス
キ
ル
に
基
づ
い
た
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
質
の

高
い
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
、た
く
さ
ん
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た

生
徒
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
終
息

し
、す
べ
て
の
活
動
を
再
開
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

21 20

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
終
息
後
の
た
め

今
、
で
き
る
こ
と
を

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
で
は
2
0
1
8

年
か
ら
2
0
2
0
年
に
か
け
て
、バ
ゴ
ー

地
域
の
公
立
学
校
28
校
の
図
書
館
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は

2
0
2
0
年
6
月
頃
ま
で
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
落
ち
着
い
て

お
り
、対
象
校
で
使
用
す
る
図
書
や
本

棚
、読
み
聞
か
せ
に
使
う
道
具
な
ど
を

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
国
内
で
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、学

習
が
制
限
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
機

会
提
供
と
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
終
息
後
に
ス

ム
ー
ズ
な
活
動
再
開
が
で
き
る
よ
う

読
み
聞
か
せ
動
画
を
作
成
し
、F
a
c
e

b
o
o
k
や
Y
o
u
Tu
be
に
投
稿
し
て

き
ま
し
た
。9
月
以
降
、感
染
が
拡
大
し
、

活
動
の
多
く
は
中
断
せ
ざ
る
得
ま
せ
ん

で
し
た
が
、毎
年
行
っ
て
い
る
教
員
の
学

校
図
書
館
研
修
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り

替
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
満
足
度
は
と
て
も
高
く
、現

在
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

1 2

Hot Topics

3

Myanmar
ミャンマー

PROFILE
大学で英語の学士号を取得し
た後、2016年6月入職。公共図
書館のスタッフとして3年間働
いた後、学校図書館チームのア
シスタントプロジェクトコーディ
ネーターになり、現在に至る。

ミャンマー事務所
学校図書チームアシスタント
プロジェクトコーディネーター

ティン ティン ミャさん
Thin Thin Myat

1 読み聞かせ動画を配信

感染予防のため自宅でのリモートワークを取り入れ
ています。学校を訪問する移動図書館活動の代わ
りに、読み聞かせ動画を配信しています。動画配
信は活動地以外の子どもたちにも楽しんでもらえ
るため、続けていきたいです。

2 オンラインプラットフォームを
    使用したトレーニング

私たちのプレゼンテーションの
動画を共有する形での研修を実
施。インターネットの接続を心
配することなく、簡単にプレゼ
ンテーションの動画を好きな時
間にダウンロードして見ること
ができるようにしました。

3 読み聞かせコンテストを実施

東西バゴーと寺院学校、公立学校の教員を招待
し、読み聞かせコンテストを開催。イベントには
教員80人、生徒630人が参加しました。全国的に
も読書に関するさまざまなイベントが開催され、
国としても若い世代が読書の習慣を身に付けるこ
とを目指しています。

From Myanmar
ミャンマー事務所
新型コロナウイルス感染拡大第二波にともない、９月から
再びすべての学校が閉鎖されているミャンマー。オンラ
インプラットフォームを使用した研修や来年のための準
備など、今できることを進めています。

タイ

バングラデシュ
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ノウェ オ サンダーさん
Nway Oo Sandar 

PROFILE 
1996年生まれ、西バゴー地域出身。
ピーの大学を卒業後、2018年に図
書館事業担当として入職。読書好き
で、学校や村の子どもたちに読み聞
かせをするのが大好き。

Myanmar
ミャンマー

ヤンゴン

バガン

人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
で
し
た
が

多
く
の
人
を
前
に
し
て
も
話
せ
る
自
信
が

持
て
る
よ
う
に 

　

人
口
の
約
90
％
が
仏
教
徒
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
世
界

遺
産
の
古
都
や
伝
統
的
な
お
祭
り
で
有
名
な
国
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
古
代
都
市

の
ひ
と
つ
、
バ
ガ
ン
に
は
有
名
な
塔
や
美
し
い
エ
ー
ヤ

ワ
デ
ィ
川
、
美
味
し
い
食
べ
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
は
4
人
家
族
で
、い
つ
も
週
末
は
故
郷
に
帰
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
で
働
き
始
め
て
2
年
が
経
ち
ま
し
た
。

以
前
は
多
く
の
人
の
前
で
話
す
こ
と
に
苦
手
意
識
が
あ

り
ま
し
た
が
、
研
修
や
読
み
聞
か
せ
へ
の
参
加
を
経
て

今
で
は
大
勢
の
前
で
も
自
信
を
持
っ
て
話
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ミャンマー事務所で図書館事業を担当する現地スタッフ
の1日を紹介。コロナ禍にありながらも、読書推進のため
日々の業務へ粛々と取り組む姿が見えました。

From Myanmar／ミャンマー事務所

現地スタッフリポート

7：00 起床  
7時に起きて昼のご
飯を作ります。

19：00 夕食
帰宅したら必ず消毒をし
ます。それから夕食を食べ
ます。

15：00 
練習用の物語のサンプル
を作成します。

14：00
練習用のワークショップ
の物語を選びます。

9：00 業務開始
オンラインで朝の会議
に参加します。

農業国のミャンマーは、米、野菜、豆
が豊富。とても親切で暖かい国民
性で、人助けの精神が根付いていま
す。私はミャンマーで有名な観光地
で、世界遺産の古代都市の1つであ
るバガンに旅行するのが好きです。

8：40 出勤
8時40分頃にオフィ
スに着きます。

10：00 
デスクワーク

私が住んでいるのは
こんなところ

8：00 朝食
朝食はモヒンガー
とカウトニンパウン

（もち米）を食べます。

お
は
よ
ー！

ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
か
ら

図
書
館
事
業
ス
タ
ッ
フ
の

ノ
ウ
ェ 

オ 

サ
ン
ダ
ー
さ
ん
が
リ
ポ
ー
ト
！

父が誕生日プレゼントにくれ
た時計がお気に入りで、職場
に行くときはいつも身に着け
ています。

「父にもらった時計」

私の
お気に入り

23：00 就寝
ブッダにお祈りしてから
寝ます。

お
やすみなさ

い！

20：00 自由時間
時間に余裕があると映
画鑑賞やSNSを見たり
します。

私の１日を
紹介します！
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児童書出版委員会は作家5人、イラストレー
ター5人、編集者5人で構成され、ミーティン
グは年 4 回。初回はストーリーについて話し
合い、2回目で出版に向けたお話の選定と担
当メンバーの選出。3回目にお話の内容につ
いて専門家からフィードバックをもらい、初稿
を訂正し、4回目で再度フィードバックを受け
てお話とイラストを修正しました。

1.ストーリーとイラストの決定1

ストーリーとイラストの最終校正が終わった
ら、ヤンゴン市内の複数の印刷会社に連絡
を取ります。印刷の質や料金を確認して発注
する会社を決めます。その後は、委員会メン
バーが作成したストーリーとイラストのレイア
ウトを相談したり、編集作業をしながら進め
ていきます。

2.レイアウトデザイン・編集作業 2

絵本づくりのスキル向上が課題
出版が円滑に進むよう、児童書出版委員会のメンバー
や印刷会社と連絡を密に取り合い、よい関係を築くよう
努めてきました。しかし、委員会メンバーは各分野の専
門家であるため、納得する質に到達するまで編集やレイ
アウトを修正するのにとても時間がかかり、計画通りに
終えることも精いっぱいです。今後は、より多様な内容
の絵本作成にチャレンジしていくためのトレーニングも
行っていきたいです。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
書
店
に
置
か
れ

て
い
る
本
の
多
く
は
大
人
用
の
も
の
。

子
ど
も
用
は
、
コ
ミ
ッ
ク
や
子
ど
も

新
聞
程
度
で
、
質
の
良
い
絵
本
や
児

童
書
は
圧
倒
的
に
少
な
い
の
が
現
状

で
す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
で
は
、
質
の
高

い
絵
本
を
出
版
し
、
読
書
や
読
み
聞

か
せ
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
出
版
し
た
絵
本
は

利
用
者
の
読
書
ス
キ
ル
の
向
上
だ
け3.最終修正後、印刷作業へ3

サンプル本を専門家に確認してもらい、フィー
ドバックをもらった後、印刷会社といっしょに
修正作業を行います。そして、すべての編集
作業が終わり、印刷して、無事に納品しまし
た。 （※写真は紙芝居を確認している様子）

子
ど
も
た
ち
に
ス
ト
ー
リ
ー
へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

絵
本
を
読
む
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
すで

な
く
、
多
様
な
内
容
で
子
ど
も
た

ち
の
創
造
性
や
思
考
力
を
育
む
こ
と

に
も
役
立
ち
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

楽
し
み
な
が
ら
本
を
読
む
機
会
が
増

え
た
こ
と
で
よ
り
読
書
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
読
書
に
よ

り
知
識
量
が
増
え
た
り
、
学
校
の
学

習
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
喜
ぶ
声
も
届
い
て
い
ま
す
。
　

制作秘話

学校建設による学習環境の改善や教育機会の提供、
図書館の改善のほか、子ども向けの本の出版を行うミャ
ンマー事務所の活動のウラ側を紹介します。

 From Myanmar／ミャンマー事務所

「子どもたちのための絵本」づくり

オモテ
舞台

舞台の
ウラ側



東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo
クラフトエイド課

髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo

クラフトエイド課  髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

Shanti@Tokyo東京事務所の
活動をレポート！

 広報・リレーションズ課　課長

鈴木晶子さん
すず き あき こHot Topics

❶「はらぺこあおむし」偕成社
❷「ガンピーさんのふなあそび」ほるぷ出版
❸「いろ」金の星社

❶

❷

❸
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PROFILE
鈴木 晶子さん

大学卒業後、緊急救援室に入職。国内外の
災害支援を行った後、2007年よりカンボジ
ア事務所、2010年よりタイ国境難民キャン
プの担当を経て、2015年より現職。最近は
自宅での時間を快適に過ごすことを大切に
しています。

　

文
化
の
多
様
性
や
個
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
大
切
に
し
な
が
ら

社
会
を
築
く
姿
勢
に
共
感
し
、入

職
し
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
。入
職
後
、海

外
事
業
へ
の
想
い
を
抱
き
な
が
ら
、

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
国
内
の

緊
急
救
援
で
し
た
。そ
こ
で
感
じ
た

の
は
国
内
・
海
外
ど
ち
ら
か
一
方
で

な
く
、「
日
本
と
の
つ
な
が
り
を
意

識
し
て
事
業
に
取
り
組
む
」と
い
う

一
つ
の
軸
で
し
た
。そ
の
後
、パ
キ
ス

タ
ン
北
東
部
地
震
支
援
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
ジ
ャ
ワ
中
部
地
震
支
援
、カ

ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
駐
在
、東
京
事

務
所
の
海
外
事
業
担
当
、東
日
本

大
震
災
後
の
緊
急
救
援
を
経
て
、

２
０
１
５
年
よ
り
広
報
課（
当
時
）

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
・リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
課
は
、イ

ベ
ン
ト
や
講
演
会
の
実
施
、本
の
出

版
を
通
し
て
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
を

伝
え
る
な
ど
、参
加
し
て
い
た
だ
く

現
地
職
員
の
想
い
や
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な

ま
な
ざ
し
に
触
れ「
伝
え
る
こ
と
」に
取
り
組
む

方
を
増
や
す
た
め
、多
岐
に
わ
た
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。参
加
者
か
ら

頂
く
お
手
紙
や
コ
メ
ン
ト
が
大
き

な
励
み
で
す
。

　

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
出
会
っ
た
方
に

言
わ
れ
た「
自
分
た
ち
の
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
な
い
。伝
え
て
く
れ
」と
い

う
言
葉
が
、今
で
も
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、現

地
に
留
ま
っ
て
事
業
を
す
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、声
な
き
声
を
代

弁
し
て
い
く
こ
と
。大
変
な
状
況
を

知
っ
た
責
任
、関
わ
っ
た
以
上
は
伝

え
る
義
務
が
あ
る
と
感
じ
、そ
れ

が
今
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

現
地
で
出
会
っ
た
人
の
想
い
と
日

本
、そ
し
て
過
去
と
未
来
…
…
。多

く
の
人
々
へ
伝
え
る
こ
と
で
、つ
な

が
る
も
の
が
あ
る
。そ
ん
な
想
い
を

抱
き
、こ
れ
か
ら
も「
伝
え
る
こ
と
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ポーチ類
オンラインでの会議が増えたので、
必要なものはポップな絵柄がかわい
いクラフトエイド商品「ラオスの森ポ
ーチ」に。事務所内で必要なものを
持ち運ぶポーチも欠かせません。

2020年は、新型コロナウイルスの影響で
ワークショップの開催形態もオンラインにシ
フトしました。オンラインだからこそ海外
事務所と中継をつなぐなど、これまででき
なかった取り組みにチャレンジしています。

鈴木さん
お気に入り
アイテム

自宅でできる
ボランティア活動のニーズ
在宅で過ごす時間が増え、家族と参加で
きるプログラムを探す方、社員が自宅でで
きるボランティアプログラムを探す企業担
当者など、「絵本を届ける運動」の参加方
法も変わってきました。こういう状況です
が、海外の子どもたちが学ぶ環境を守り
たいと、全国から支援の声が届いています。

ウィズコロナ時代は
ワークショップも
オンライン化
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2
0
0
3
年
、
豊
島
区
が
子

ど
も
が
や
り
た
い
遊
び
を
で

き
る
限
り
実
現
で
き
る
よ
う

な
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
開
設
す

る
た
め
、
市
民
の
参
加
を
呼
び

掛
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

W
A
K
U
W
A
K
U
の
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
市
民
活
動
に
関
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
唯
一

の
子
育
て
世
代
と
し
て
「
池
袋
本

町
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」
の
代
表
と
な

り
ま
し
た
。
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
多

い
日
で
約
50
人
の
子
ど
も
が
利
用

し
、
毎
日
一
日
中
過
ご
す
子
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
あ
る
日
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
常

連
だ
っ
た
T
君
か
ら
「
高
校
に
行

け
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
T
君
の
家
は
母
子
家

庭
で
母
親
は
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
を
し

て
お
り
、
夕
飯
は
一
人
で
コ
ン
ビ

ニ
弁
当
を
食
べ
、
小
数
点
や
分
数

の
意
味
や
勉
強
の
仕
方
も
わ
か
ら

ず
、
毎
日
お
金
の
心
配
を
し
て
い

ま
し
た
。
私
は
目
の
前
で
困
っ
て

い
る
子
ど
も
を
放
っ
て
お
け
ず
、

勉
強
に
伴
走
し
て
く
れ
る
大
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
夕

食
を
共
に
す
る
環
境
を
作
り
ま

し
た
。
そ
し
て
塾
代
1
0
0
0
円

の
カ
ン
パ
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
約

80
人
か
ら
12
万
円
の
支
援
が
集

ま
り
、
無
事
に
都
立
高
校
へ
進
学

で
き
ま
し
た
。
こ
の
時
カ
ン
パ
で

つ
な
が
っ
た
仲
間
に
「
地
域
の
子

ど
も
を
地
域
で
見
守
り
育
て
る

た
め
の
緩
や
か
な
つ
な
が
り
が

必
要
だ
」
と
呼
び
掛
け
た
こ
と
が

W
A
K
U
W
A
K
U
設
立
の
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
息
子
の
担
任
か
ら

「
外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
が
学
校

の
日
本
語
教
育
だ
け
で
す
べ
て
の

教
科
を
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。

地
域
で
支
援
で
き
な
い
か
？
」
と

相
談
を
受
け
、
地
域
の
外
国
ル
ー

ツ
の
子
ど
も
支
援
を
開
始
し
ま

し
た
。
支
援
を
始
め
る
と
、
外
国

ル
ー
ツ
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
家

庭
環
境
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
A
君
は
中
3
の
修
学

旅
行
に
行
か
な
い
と
言
い
出
し
ま

し
た
。
親
御
さ
ん
に
聞
い
て
み
る

と
修
学
旅
行
代
が
払
え
な
い
か

ら
と
の
こ
と
。
お
金
の
問
題
だ
け

な
ら
後
で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
、

旅
行
当
日
に
池
袋
駅
ま
で
同
行
。

先
生
も
彼
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

り
、
修
学
旅
行
へ
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
A
君
の
家
族
に
も
就

学
援
助
の
案
内
は
配
布
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
日
本
語
の
壁
も
あ

り
、
制
度
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

親
御
さ
ん
は
担
任
の
先
生
と
面
談

し
、
そ
こ
で
初
め
て
就
学
援
助
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
時
に
は
、

支
援
す
る
人
間
が
一
緒
に
申
請
に

行
く
な
ど
、
丁
寧
な
対
応
が
必
要

な
の
だ
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
大
学
進
学
を
希
望
す
る

B
君
の
両
親
は
ネ
パ
ー
ル
人
で
、

日
本
語
の
読
み
書
き
や
会
話
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
が
大
学
見

学
に
同
行
し
た
り
、
教
科
ご
と
に

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
毎
日
受
験
勉
強

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
家
族
ビ
ザ
で
滞
在
し

て
い
る
彼
は
、
大
学
の
奨
学
金
を

受
け
取
れ
な
い
と
わ
か
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
は
、
制
度
に
つ
い
て

知
り
、
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

行
政
書
士
を
招
き
、
外
国
ル
ー
ツ
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2
0
2
0
年
6
月
か
ら
池
袋
で
外
国
ル
ー

ツ
の
子
ど
の
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
シ
ャ

ン
テ
ィ
と
共
に
行
っ
て
い
る
豊
島
子
ど
も

W
A
K
U
W
A
K
U
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下

W
A
K
U
W
A
K
U
）の
栗
林
知
絵
子
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
栗
林
さ
ん
は
東
京
都
豊

島
区
在
住
で
、
自
他
共
に
認
め
る
「
お
せ
っ

か
い
お
ば
さ
ん
」。
2
0
0
4
年
に
池
袋
本

町
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
運
営
に
携
わ
り
地
域

活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
子
ど
も

を
地
域
で
見
守
り
育
て
る
た
め
に
、
プ
レ
ー

パ
ー
ク
、
無
料
学
習
支
援
、
子
ど
も
食
堂
な

ど
、
子
ど
も
の
居
場
所
を
点
在
化
し
、
子
ど

も
と
家
庭
の
伴
走
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

栗
林 

知
絵
子

栗林知絵子さん

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

豊
島
子
ど
も

W
A
K
U
W
A
K
U
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
相
談
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
「
池
袋
W
A
K
U

W
A
K
U
勉
強
会
」
を
毎
週
開
催

し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
ネ
パ
ー
ル

の
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
参
加
し

て
い
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
居

場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う

W
A
K
U
W
A
K
U
の
思
い
と
、

外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
支
援
を
し

た
い
と
い
う
シ
ャ
ン
テ
ィ
さ
ん
の

思
い
が
つ
な
が
り
、
2
0
2
0
年

4
月
か
ら
池
袋
で
外
国
ル
ー
ツ

の
子
ど
も
の
た
ち
の
居
場
所
づ
く

り
を
や
ろ
う
！
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
し
か
実
施
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
彼
ら
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
に
な
る
よ
う
な
居
場
所
を
シ
ャ

ン
テ
ィ
さ
ん
と
一
緒
に
実
現
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
社
会

的
孤
立
を
抱
え
て
い
る
方
が
い
ま

す
。
彼
ら
に
「
お
せ
っ
か
い
」
で

き
る
の
は
そ
ば
に
い
る
人
だ
け
で

す
。
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
、
隣
の

人
に
お
せ
っ
か
い
を
始
め
ま
し
ょ

う
！

学生・社会人ボランティアによる無料学習支援の様子（2019年撮影）



遊
ぶ
権
利

　
途
上
国
で
取
材
を
し
て
い
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
遊

び
」
に
遭
遇
し
ま
す
。
凧
揚
げ
や
ビ
ー
玉
、
輪
回
し
な
ど

懐
か
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
時
に
見
た
こ
と
も
な
い

遊
び
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
年
甲
斐

も
な
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
す
。

　
大
笑
い
し
た
の
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
難
民
キ
ャ

ン
プ
の
図
書
館
活
動
で
行
わ
れ
て
い
た
遊
び
。
紐
で
ぶ
ら

下
げ
た
ペ
ン
を
腰
の
後
ろ
側
に
結
び
、
お
尻
の
下
に
垂
ら

し
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
競
技
者
た
ち
が
床
に
置
い

た
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ペ
ン
を
落
と
し
こ
む
。
先
に
成

功
さ
せ
た
方
が
勝
ち
。
シ
ン
プ
ル
で
す
が
ペ
ン
が
ゆ
ら
ゆ

ら
と
揺
れ
て
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
れ
に
、
そ
の
姿
が
不

恰
好
で
と
っ
て
も
愉
快
。

　
皆
さ
ん
も一
度
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

た
だ
し
、お
酒

を
飲
ん
だ
ら
ダ
メ
。バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
怪
我
し
ま
す
…
。

上：こちらはゴムを息で飛ばす、メンコのような遊び。
下：ビー玉を使ったビリヤード。このテーブル作った
ヒト天才。

 「ペン落とし競争」の様
子。笑い声と声援に包ま
れました。

Shanti s 
Photo  Log 
ファインダーを　　のぞいて

川畑 嘉文（フォトジャーナリスト）
Yoshifumi KAWABATA

ニューヨークの雑誌社勤務時代に9.11を経験し、記者職を捨て写真
の道に進むことを決意。2002年、会社を退職しタリバン政権崩壊後
のアフガニスタンを訪れ取材を行った。2005年フリーランスのフォト
ジャーナリストとなり、世界中の難民キャンプや貧困地域、自然災害の
被災地で取材を行い、雑誌や新聞などに写真と原稿を寄稿している。
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人事のお知らせ
●入職
村松 清玄 地球市民事業課　国内事業及びER補佐担当（11/4）

●退職
中村 美和 経理課　経理担当（9/30）

2020年度
総会・対談イベントを開催
2020年度総会を下記の通り開催いたします。総会で
の議決権がある社員会員のみなさまには、3月初旬
に資料をお送りします。総会の後、コロナ以後の地
域社会について考える対談イベントを開催します。

日　　時：2021年3月25日（木）
会　　場：東京グランドホテル
	 	（東京都港区芝2-5-2）
主な議題：2020年度事業報告・決算報告について
　　　　　	2021年度事業計画案・予算案について
プログラム：第一部	14時開始	芙蓉の間
	 　2020年度定時社員総会
	 　物故者追悼、永年会員表彰
　　　　　	第二部	17時開始	蘭の間　対談イベント
	 　	「コロナ以後の地域社会を考える
	 　～宗教とNGOの視点から～」
※社員会員の方には2月下旬頃、総会の出欠確認ハガキをお送りします。
※対談イベントへのお申し込みは別添のちらしをご参照ください。

設立40年を記念し、
ロゴマークをリニューアル
シャンティ設立40年を受け、団体ロゴをリニュー
アルし、あわせて40年特別記念ロゴを作成しまし
た。
新しいロゴは、団体理念「共に生き、共に学ぶ」を
表現しています。本を通した教育文化支援活動を
体現し、これまでに蒔いた本の種から芽が出て、
花開きますようにという願いが込められています。
また、40年特別記念ロゴは、40年の軌跡を40粒の
種で表現しました。新しいロゴマークの「芽」と連
動し、現地の一人ひとりの人生の芽が出るための
種をシャンティが蒔き続けてきたことを再確認す
るロゴマークです。一つ一つの種の形は異なり、
40という数字には現れない、1年1年の苦労や努
力、工夫を忘れずに丁寧に活動を続ける意思も表
現しています。

編集後記
ある日、3歳の息子に「お風呂入るよ」と声を
かけたら『イヤ』と怖られました。こうなった
らテコでも動きません。理由を聞いてみると
『もっと部屋で遊びたい』と。仕方なく、リク
エストに応えて遊んであげたら、すんなりお
風呂に入ってくれました。相手の意思を確認
し、希望を聞き入れることの大切さを学びま
した。　　　　　　　　　　　（召田安宏）

新団体
ロゴ

40年目
特別記念
ロゴ


